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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月26日(2017.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】

【化１】

化学式（I）の化合物またはその医薬的に許容可能な塩の調製方法において、
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【化２】

　化学式（II）の化合物と、化学式（III）の化合物をp-トルエンスルホン（p-toluenesu
lfonic   acid、TsOH）の存在下で、３時間加熱して回流させることにより、アセタール
反応させて化学式（I）の化合物を含む混合物を得ることを特徴とする化学式（I）の化合
物またはその医薬的に許容可能な塩の調製方法。
【請求項２】
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【化３】

化学式（II）の化合物は、化学式（IV）の化合物とクロロクロム酸ピリジニウム（pyridi
nium   chlorochromate）が有機溶媒内で酸化反応を行って得られていることを特徴とす
る
請求項１に記載の調製方法。
【請求項３】
前記化学式（I）の化合物を含む混合物は、分離方法によって精製されていることを特徴
とする請求項１に記載の化学式（I）の化合物またはそれの医薬上で受けられる塩の調製
方法。
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